
子
ご
十
五
人
己
と
あ
る
。
今
の
手
取
川
で
あ
る
が
、

流
域
は
問
じ
く
な
い
。

ヒ
ラ
カ
ゲ
ア
キ
ラ
比
夏
最
務
遺
構
薙
五
郎
・
左

内
。
天
明
七
年
幼
少
で
究
宗
右
衛
門
の
織
一
一
一
の
一
を

襲
ぎ
、
寛
政
元
年
本
知
百
八
十
石
に
復
し
、
御
馬
廻

に
列
し
、
前
回
費
泰
御
抱
守
よ
り
次
第
に
昇
滋
し
て

先
筒
顕
に
至
り
、
天
保
七
年
百
石
を
加
ヘ
、
同
年
七

用
廿
六
日
六
十
二
践
を
以
て
裂
し
た
。

ヒ
ラ
カ
ゲ
チ
カ
比
夏
最
都
道
癖
唯
右
衛
門
。

亭
保
十
年
突
棒
太
夫
の
越
知
百
五
十
石
を
襲
ぎ
、
改

作
奉
行
に
任
じ
、
箆
暦
四
年
三
十
石
を
加
へ
、
明
和

六
年
九
周
十
六
日
四
十
九
歳
を
以
て
夜
し
た
。

ピ
ラ
ガ
ハ
比
夏
川
鳳
軍
部
に
在
っ
て
、
一
に

住
吉
川
と
も
い
ふ
。
そ
の
上
流
は
、
伊
久
留
領
に
設

す
る
伊
久
留
川
で
、
神
名
古
川
を
併
せ
、
比
良
領
で

路
良
爵
に
注
ぐ
。
流
種
六
粁
許
。

ヒ
ラ
カ

εナ
ト
比
築
湊
主
麗
式
藷
凶
漣
=
制
回
線

物
-
功
賃
の
僚
に
、
『
越
前
凶
海
勝
。
自
=
出
禁
渡
-
溜
昌

教
賀
・
樟
-
飴
貨
云
々
。
』
と
あ
る
。
比
築
湊
は
佑
策
調

の
河
口
港
で
あ
っ
た
。

ヒ
ラ
ギ
平
木
石
川
郡
山
島
郷
に
臨
す
る
部
落
。

ヒ
ラ
グ
リ
平
栗
石
川
郡
富
樫
庄
に
毘
す
る
部

群
。

ヒ
ラ
ザ
ハ
卒
還
酪
涼
軒
目
録
寛
正
三
年
十
二

周
十
九
日
に
、
『
加
賀
凶
卒
欝
瑞
雲
庵
盤
蹴
之
事
伺

之
、
云
々
。
義
富
樫
次
郎
被
管
之
事
也
。
』
と
あ
る
。

r

，v
 

.
平
拙
仰
は
今
の
石
川
郡
大
卒
縛
・
小
平
揮
で
あ
ら
う
。

ヒ
ラ
サ
ハ
イ
シ
卒
溜
右
作
ゆ
y

石
川
郡
小
平

深
か
ら
産
す
る
石
封
。
安
山
岩
質
凝
灰
岩
で
、
帯
反

動
色
石
基
申
に
、
強
草
色
な
る
角
閃
石
線
物
質
の
涯

紋
が
あ
り
、
質
極
め
て
硬
い
。

ヒ
ラ
サ
ハ
ガ
ハ
平
湯
川
怜
マ
ッ
.
石
川
郡
闘
見

山
の
商
麓
尾
谷
よ
り
出
で
、
大
卒
滞
・
小
.
平
揮
を
経
、

包
ラ

山
川
の
甫
に
於
い
て
内
川
に
合
し
、
遼
に
隠
川
に
注

y
、。

ヒ
ラ
ザ
ハ
ガ
ハ
卒
湯
川
ほ
ッ
羽
咋
郡
大
笹

領
い
の
谷
か
ら
流
出
、
同
領
で
米
町
川
に
流
合
ふ
。

流
程
ご
粁
八
許
。

ヒ
ラ
サ
ハ
プ
ン
苧
還
分
鹿
島
郡
深
見
の
内
の

小
手
。ヒ

ヲ
シ
マ
卒
島
珠
洲
郡
腿
泊
部
wm
の
神
に
在

る
島
。ヒ

ラ
シ

εヅ
卒
清
水
本
願
寺
宣
如
の
年
不
詳

七
用
八
日
附
の
消
息
に
、
『
加
州
石
河
郡
西
川
谷
之
内

タ
ツ
ミ
村
平
清
水
村
水
捌
村
諦
衆
中
』
と
宛
開
閉
し
た

の
が
あ
る
。
西
川
谷
は
陪
川
谷
で
あ
る
が
、
そ
こ
に

平
清
水
と
い
ふ
部
務
は
な
い
。
恐
ら
〈
は
平
禅
戸
大

平
海
・
小
.
牛
探
〉
の
穏
で
あ
ら
う
。

ヒ
ラ
シ
号
平
下
河
北
部
湯
滴
郷
に
鴎
す
る
部

帯。
ヒ
ヲ
シ
モ
ジ
ヨ
ウ
卒
下
城
河
北
郡
平
下
に
在

っ
た
。
費
路
の
調
書
に
、
此
の
村
領
に
古
城
跡
が
あ

り
、
畑
左
衛
門
が
こ
れ
に
撮
っ
た
と
記
す
る
。

ヒ
ラ
タ
イ
平
体
炉
行
関
車
部
宇
出
諸
山
分

の
内
の
小
手
。

ヒ
ラ
タ
サ
プ
ロ
ザ
Z

モ
ン
卒
田
三
郎
左
衛
門

初
め
て
前
回
利
常
に
仕
へ
、
路
加
増
と
も
三
百
況
十

石
に
去
り
、
寛
永
十
一
日
平
授
。
子
孫
相
繕
い
で
務
に

仕
へ
る
。

ヒ
ラ
タ
ジ
ザ
Z

モ
ン
卒
田
治
左
衛
門
寛
永
二

十
年
前
田
利
常
に
仕
へ
て
御
射
手
と
な
り
、
ご
百
.
石

を
領
し
た
。
子
探
務
に
世
襲
す
る
。

ヒ
ラ
タ
ダ
イ
ジ
ヨ
ウ
平
田
大
医
本
名
は
中
原

晩
俊
。
地
下
の
宮
人
で
京
都
に
居
り
、
延
貸
九
年
前

回
綱
紀
に
稼
せ
ら
れ
て
ご
百
俵
を
受
け
、
命
に
よ
っ

て
磁
原
家
俸
秘
偲
十
三
巻
・
東
山
夫
議
御
即
位
式
起

し
鎗
等
を
拠
じ
た
。

E
徳
元
年
現
。

ヒ
ラ
タ
ダ
Z

モ
ン
比
頁
唯
右
衛
門
初
名
左
内
。

前
回
綱
紀
に
仕
ヘ
、
延
費
五
年
=
一
周
三
十
人
頭
を
命

ぜ
ら
れ
、
五
十
.
石
を
加
増
し
て
百
五
十
石
に
去
っ
た
。

元
隊
十
一
日
平
夜
。
子
孫
務
に
世
襲
す
る
0

・

ヒ
ラ
タ
タ
タ
ミ
卒
国
内
医
初
名
申
次
郎
。
本

名
市
原
職
資
。
大
匠
喰
俊
の
子
。
元
機
十
四
年
二
十

人
扶
持
を
受
け
、

E
徳
-
一
年
突
の
泊
知
ご
百
俵
を
襲

い
だ
。
在
京
地
下
の
官
人
で
、
約
紹
迩
録
・
諸
家
官

位
次
第
・
大
内
製
阿
等
の
箸
が
あ
る
。
三
代
内
匠
嗣

い
で
ご
百
俵
を
領
し
、
四
代
内
匠
は
縮
図
暦
三
年
召
出

さ
れ
た
が
、
幼
少
に
し
て
十
五
人
扶
持
を
受
け
、
明

和
ご
年
十
七
歳
の
時
前
線
に
復
し
、
そ
の
子
八
百
吉

夫
明
八
年
制
捜
い
だ
。
務
宋
の
頃
に
も
内
匠
と
い
ふ
も

の
が
あ
り
、
拘
禁
裂
の
震
大
事
を
報
告
す
る
を
職
と

し
て
同
般
を
食
み
、
平
士
磁
の
待
迦
で
あ
っ
た
。

ヒ
ラ
ダ
=
卒
谷
能
美
郡
谷
の
内
の
小
手
。

ヒ
ラ
ダ
Z
グ
チ
卒
谷
口
能
美
郡
新
保
の
内
の

小
字
。ヒ

ヲ
タ
ミ
ヨ
ウ
ジ
ン
平
田
明
神
↓
ヒ
ロ
タ
シ

ヤ
臆
凶
枇
。

ヒ
ラ
デ
ヒ
デ
ヨ
シ
卒
手
秀
吉
逝
稽
忠
左
衛
門
。

織
岡
信
長
に
仕
へ
た
平
手
政
秀
の
子
で
、
加
賀
に
来

り
統
山
長
知
に
仕
へ
、
陳
さ
百
石
を
受
け
、
元
和
元

年
大
坂
夏
陣
に
民
俗
し
、
敵
を
突
倒
し
た
が
首
級
を

獲
な
か
っ
た
。

ヒ
ラ
ト
コ
卒
康
江
沼
郡
般
地
の
内
の
小
字
。

大
E
九
年
四
用
調
立
の
部
務
と
な
る
。

ヒ
ラ
ト
ヨ
卒
康
期
羽
咋
郡
抑
水
北
庄
に
臆
す
る

部
落
。ヒ

ラ
ト
コ

小
手
。ヒ

ラ
ト
コ

卒
康

卒
康

....... 
コラ

鳳
至
郡
久
田
の
内
の

珠
洲
郡
川
民
の
内
の
小
手
。
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ヒ
ラ
ド
ヨ
ガ
ハ
卒
康
川
珠
洲
郡
飯
塚
領
山
か

ら
流
出
し
、
輸
島
領
で
識
に
入
る
。
流
種
穴
粁
五
詐
。

ヒ
ラ
ト
ヲ
ム
ラ
平
+
村
↓
ト
ヲ
ム
ラ
十
村
。

ヒ
ラ
ノ
平
野
河
北
部
穫
の
内
の
小
字
。

ヒ
ラ
ノ
平
野
鳳
至
郡
南
北
郷
に
臨
す
る
部
帯
。

村
内
の
路
傍
に
坂
東
援
と
い
ふ
の
が
あ
る
。
安
正
中

小
伊
勢
村
の
坂
東
八
郎
左
衛
門
が
長
民
を
援
け
、
越

後
勢
と
戦
う
て
死
ん
だ
墳
で
あ
る
と
い
ふ
。

ヒ
ラ
ノ
ア
リ
ヨ
シ
卒
野
有
震
活
濡
九
左
衛
門
・

是
卒
。
安
左
衛
門
在
畠
の
子
。
疎
百
五
十
石
。
江
戸

御
蹟
式
御
用
人
を
勤
め
、
亭
和
元
年
四
周
十
日
そ
の

地
で
自
殺
。
子
是
卒
信
久
文
化
五
年
祖
父
の
泊
跡
と

し
て
九
十
.
石
を
襲
い
だ
。

ヒ
ラ
ノ
イ
ツ
キ
卒
野
癒
宮

不
破
競
宮
。

↓
フ
ワ
イ
ツ
キ

ヒ
ラ
ノ
ゴ
ザ
Z

モ
ン
卒
野
亙
左
衛
門
大
坂
各

陣
の
役
十
二
周
四
日
宮
町
軍
政
の
鹿
狩
小
幅
削
妓
態

は
、
・
才
伊
豆
の
傷
つ
け
る
を
誕
ひ
、
平
野
弼
次
右
衛

門
を
殿
と
し
て
返
却
し
た
。
揃
次
右
衛
門
の
m
m
r
A
左

衛
門
、
矢
石
の
中
に
立
ち
て
中
一
を
殺
り
、
十
八
創
を

得
る
も
筒
自
若
と
し
て
居
た
か
ら
、
城
兵
そ
の
各
を

閥
ふ
者
が
あ
っ
た
。
五
左
衛
門
日
〈
、
我
は
平
野
氏

の
賎
奴
で
あ
る
が
、
今
や
我
が
宅
己
の
勇
武
を
貸
し
、

授
く
る
に
姓
氏
を
以
て
し
た
。
放
に
平
野
五
左
衛
門

と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
と
。
即
ち
倣
然
歩
を
移
し
て
・
還

っ
た
。ヒ

ラ
ノ
ジ
ン
Z

号
ン
卒
野
醤
右
衛
門
美
訟
の

浪
士
。
金
棒
御
坊
に
寄
宿
し
て
腐
た
が
、
実

E
八
年

佐
久
間
脱
政
の
攻
撃
を
受
け
た
時
、
坂
申
に
て
蚊
度

奮
戦
し
て
討
死
し
た
。
因
っ
て
そ
の
地
を
甚
右
衛
門

坂
と
い
ふ
と
偲
へ
る
。
こ
の
甚
右
衛
門
坂
に
斌
い
て

は
異
論
も
あ
る
が
、
不
破
彦
三
直
光
に
仕
へ
た
不
破

mm宮
が
、
平
野
茜
右
衛
門
の
弟
で
あ
る
と
い
ふ
か
ら
、

七
O
九


